
日本天文学会2023年秋季年会

V120b 臼田 64m鏡によるOH輝線観測に向けた整備２：進捗報告
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我々は深宇宙探査機との通信に使用されている JAXA臼田宇宙空間観測所の口径 64mの通信アンテナ (臼田
64m鏡)を用いた電波天文観測に向けた整備を行っている (山本他 2021年春季年会、深谷他本年会)。臼田 64m
鏡には L帯、S帯、C帯、X帯と、野辺山 45m鏡のようなミリ波観測用望遠鏡にはない、低周波の受信システム
が搭載されている。L帯 (1–2GHz)には中性水素原子 21cm線やOH18cm線があるなど天文観測の重要な周波数
帯である。本年会では L帯の整備状況について、現在までの進捗を報告する。
L帯の整備については、１）現受信機を用いた天体観測、２）L帯新受信機の開発 (深谷他 本年会)を行ってき

た。天体観測は主に分子雲形成領域に対するOH輝線の観測を行っている。分子雲形成領域からのOH輝線は低
バックグラウンド環境において、数十から百数十 mK程度で検出されるため (e.g., Donate et al. 2019)、現受信
機ではこれらの輝線を十分な感度で検出するためには、１点あたり数時間の積分が必要となる。観測と同時に長
時間積分時のシステムの安定性、ベースラインの平坦性などの調査も行っている。また、OHの 1720MHzのライ
ンはショック領域ではメーザー放射を出すことが知られており、マイクロクエーサーのジェットと星間物質の相
互作用領域の観測も行ってきた (Yamamoto et al. 2022)。
今年度からは、新たに低周波帯観測で問題となる電波混信 (RFI)及び、周囲またはシステム内の電子機器から

発せられる不要信号（まとめて人工信号)を観測データから自動で除去するアルゴリズムの開発を開始する。ビッ
グデータ時代にすべての人工信号を目視で発見、除去は不可能なため、データのより効率的な使用を可能とする。


